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洛西ニュータウンの今後の望ましいまちづくりのあり方とそ

の実現のための方策を調査，検討する「洛西ニュータウンまち

づくり検討会」の第７回検討会が，９月１９日に西京区役所洛

西支所で開催されました。 

検討会では，８月１２日に行われた第５回タウンミーティン

グ「洛西ニュータウンまちづくりフォーラム～もっと もっと 

魅力あるまちを目指して～」の開催結果や「洛西まちづくりビ

ジョン（案）」に対するパブリックコメント，タウンミーティン

グの際に出された意見等が報告されたほか，前回に引き続き，

「洛西まちづくりビジョン（案）」についての活発な意見交換が

行われました。また，まちづくりビジョンを受けた当面の取組

についても議論が行われました。 

検討会は第7回で終了する予定でしたが，さらに議論を深めて

いく必要があるということで，以下の日程で第８回検討会を開

催することになりました。皆さん奮って御参加ください。 

日時：１１月６日（月）午前１０時～正午 

場所：洛西支所２階大会議室 
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第７回洛西ニュータウンまちづくり検討会を開催しました 

・アンケートではこのまちに８０％の方が住み

続けたいとしながらも，若い世代にも来てほし

いと言っている。そのためには住む所が必要だ

がないので大きな家を小さくして増やすか，マ

ンションを建てることになり，今の環境は壊れ

るかもしれない。ではどうするのかといったこ

と等が議論されていない。 

・若い人が住みたいまちにするには住宅や交通

形態を考える必要がある。まちなみや自然環境

を保全しながら住み続けるなら，現状が変わる

ことはなく，まちの活性化も図れなくなる。

・建て替えは 20 年後には必ずでてくるわけで，

まちなみや自然環境の保全を図っていくため

には，大きな建て替えのプログラムが進んでい

くときに，そのルールの基本的な考え方がしっ

かりしていなければならない。もう少しこれが

必要だということを明解に書いた方がいい。

・当初，高齢化問題が大きな話題となっていた

が，当面の「取組」に入っていない。全市的に

も老人会が衰退しているが，何らかの取組をす

べき 

◆第７回検討会で出された主な意見 
【意見募集結果及びまちづくりビジョンの内容について】 
・検討会としてニュータウンの問題点を絞り込む必

要がある。パブリックコメントでも出ているが，
「総花的である」という意見に対してフォローが
ないと感じる。 

・素晴らしい出来栄えだと思うが，表現が抽象的す
ぎて洛西ニュータウンの本質的な改革策が出てい
ないように思う。 

・テーマごとの方策はわかりやすいが，いつ，誰が
何をするのかがわからない。具体的なアクション
プランまで追求してほしかった。 

・ビジョンの構成が分かりにくく，第３の特色と課
題を踏まえて第４の目標と第５の方策というのが
見えてこないので，表現を工夫する必要がある。 

・「このままだと洛西ニュータウンがどういうまちに
なるか」というシミュレーションをしてはどうか。 

・まちづくりの戦略は，例えば子育て支援を１番に
し，そのためのまちなみや団塊世代への取組を書
くなど優先順位をつけ，シミュレーションも含め
入居人数等の数値目標を立てることが必要。 

・このビジョンは行政計画ではなく，ここで議論し
たまとめという位置付けでしかない。絵に描いた
餅にならないために，まちづくり推進のための仕
組みを作っておく必要がある。 

・外部から人を呼ぶのよりも先に，こちらで生まれ
育った子どもたちが帰ってくれば若年層の人口も
増える。子どもの数が減少しており，子育て世代
等の若年層の増加に早急に取り組む必要がある。
回               
覧 
第７回検討会の様



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住宅，サブセンター等について】 

・エレベーター設置は費用がかかるので，どこか

に移れるよう高齢者向けの一戸建て住宅等の低

層住宅を地域につくってはどうか。 

・地域の住宅情報を調べるのが大変だと聞くが，

テレビでは，地域の住宅の空き室を役所が集約

されて，そこに問い合わせれば空き具合や家賃

がわかるという成功例が紹介されていた。 

・今後，高齢者でまちなかへ出られない人が増え

ることが想定されるため，サブセンターで歩い

て買い物ができる状況に復活するようにしてほ

しい。 

・サブセンターの会館はコミュニティセンターと

しての機能を持っており，福西では地元の各種

団体による運営委員会に運営を委託して，各種

催しや子育て支援に活用されている。地元との

協議が必要だが，そのような管理のスタイルを

他の会館にも広めていくことを検討したい。 

・また，会館の利用実態をふまえ，会館のあり方

自体の検討が必要になってくると思われる。 

◆第７回検討会で出された主な意見（続き） 
【ビジョン策定後のまちづくりの推進について】 
・ビジョンをつくった後の進行状況のチェックは

どうするのか。また，それに対して意見を言う
仕組みがあるのか。 

 

 

 

べき。 

・仕組みづくりは非常に重要。ネットワークや体

制，何をしていくべきかについてもう少し具体

的に踏み込めないか。

・パブリックコメントで集められたビジョンの推
進のための仕組みづくりに関する提案は重要だ
と思う。もっとこの部分はビジョンに書き込ん
でほしい。

・推進体制がどうなるかについて，ビジョンか「当
面の取組」のなかで明確にしておかないといけ
ない。

・行政，住民，事業者の協力が不可欠だが，今後
は支所のまちづくり推進課が主導になると思
う。住民が住みやすい安全なまちづくり，健全
な青少年の育成を目指すには一刻の猶予も許さ
れない。継続するアクションプランを何らかの
形で示す

・行政の施策には予算付けが必要なので，実現に
向けて計画のなかで短期的なものと中長期的な
ものに色分けをすることも必要である。 
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８月１５日号の市民しんぶん西京区版でお知らせしたとおり，まちづくりビジョン（案）についてのパ

ブリックコメント（御意見・御提案の募集）を実施したところ，63通もの御意見・御提案を頂きました。
どうもありがとうございました。お寄せいただいた意見と検討会の見解については，まちづくり検討会で
議論を行い，ビジョンの最終とりまとめに反映させるとともに，ホームページで紹介させていただく予定
です。 
【意見募集の概要】 

○募集期間   平成１８年８月１２日～９月２日 
○周知方法   都市計画課及び洛西支所まちづくり推進課で意見募集用リーフレットを配布 

洛西ニュータウン内の世帯に各戸回覧 
市民しんぶん西京区版（８月１５日号）及び西京区ホームページに掲載 

○意見募集方法 パブリックコメント募集 
        「洛西ニュータウンまちづくりフォーラム」でのアンケート 

【意見募集の結果】 
○意見書数   ６３通 
○方法別内訳  FAX１１通，電子メール８通，まちづくり推進課へ持参４通，まちづくりフォーラ

ムでのアンケート４０通 

まちづくりビジョン（案）への御意見・御提案，どうもありがとうございました 

 

 

「洛西ニュータウンまちづくり検討会」の第８回検討会は，以下のとおり開催する予定ですので，皆さ

ん奮って御参加ください。 

日時：１１月６日（月）午前１０時～正午 

場所：洛西支所２階大会議室 

当日の午前９時４５分から９時５５分まで会場で傍聴の受付を行います。先着順とし，定員（５０名）

を超えた場合はお断りすることがありますので，あらかじめ御了承願います。

第 8 回検討会を開催します 
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平成１８年１１月 洛西ニュータウンまちづくり検討会事務局 

（京都市西京区洛西支所，京都市都市計画局都市計画課） 

電話：332-9318（洛西支所まちづくり推進課）      京都市印刷物 第１８４３２７号


